
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                 令和元年度 重点目標「しっかり聞いて、分かるように伝えよう」 

石 二 小 だ よ り  
                   第７号 令和元年６月２１日（金）         発行・文責：木村 恵子 本校ホームページ 

 １・２年生は「ズーパラダイス八

木山」に出かけました。１年生と２

年生がペアで活動し、仲良くなりま

した。天気が良く、たくさんの動物

を見て楽しみました。 

６月１４日の「遠足」特集号 

 

 先日、学校にうれしい電話がありました。 

「この間、地域で石二小の子どもとすれ違ったとき、さわやかに『こんにちは』とあいさつされました。そのあ

いさつに元気をもらい、嬉しい一日を過ごしたんですよ。」このような内容だったようです。 

その後、全校集会でこの嬉しいニュースを伝え、児童や教職員と喜びを分かち合いました。わざわざ電話で学

校に伝えてくださる地域の方がいることに感激しました。校長講話で「あいさつの力」と題して、「みんなのあい

さつが地域の方を元気にするんだよ。」と話しました。まさに「学校が地域を元気にする」出来事でした。 

さて、石神地区は地区をあげてあいさつ運動に取り組んでいます。昨年１２月には「石神青少年を育てる会」

が非行防止キャンペーンとして、あいさつ運動を行いました。石神３校の昇降口で地域の方が、キャンペーング

ッズを配りながら「おはようございます！」と声をかけます。 

また、石神３校 PTA も連携してあいさつ運動に取り組んでいます。まずそれぞれの学校で子どもたちからあい

さつに関する標語を募集しました。その中から優れたものをひとつずつ選定し、昨年度のぼり旗を３種類製作し

ました。その３つの「あいさつのぼり旗」の標語を紹介します。 

○ あいさつを げんきにすると えがおさく   

○ 目を合わせ 心の通う あいさつを 

○ あいさつは みんなを繋ぐ 愛言葉 

現在、学校周囲に掲げられたのぼり旗は風にはためいています。まるで地域や学校 

を応援しているかのようです。その風が、子どもの心にも大人の心にも伝わり、大き 

なうねりとなって地域に「あいさつの力」が育つことを願っています。  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４年生は、福島市の四季の里

に行きました。こけし絵付け体験を

楽しんだり、いろいろな遊具で遊ん

だりしました。体を動かし、友だち

と楽しんだ一日でした。 

本校は定期的にカウンセラーが来校します。希望する場合は保護者の方もカウンセリング

可能です。子育ての悩みや困りごとなど、遠慮無くご相談ください。１学期は 6／28・7／

12、９月は 9／6･13･20･27 に来校します。9:00～15:45に実施可能です。希望する方は担任に

お申し出ください。または、本校教頭（0244-22-2724）にご連絡ください。 

６年生は、アクアマリンで班別行

動で、海洋生物について調べ学習を

行ったり、水遊びをしたりして楽し

みました。午後は石炭化石館を見学

しました。 

５年生は、ベニーランドで活動しま

した。たくさんの友だちと乗り物を楽

しむことができました。お昼も班の友

達とおいしく食べました。 


